
10ａ当たり
収   量

収穫量
10ａ当たり
収   量

収穫量

ha kg ｔ kg ｔ
全 国 1,367,000 526 7,181,000 547 7,468,000
東 北 361,100 557 2,012,000 583 2,103,000
宮 城 65,300 525 342,800 556 363,100

生産者が使用しているふるい目幅で選別 ふるい目幅1.70mmで選別

区 分
作付面積
（主食用）
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テーマは「令和７年産水稲の収穫量（宮城県）」

令和７年産水稲（主食用）の作付面積及び収穫量（宮城県）

宮城県の令和７年産水稲（主食用）の

作付面積は、６万5,300haで全国順位は

第６位となっています。

収穫量（生産者が使用しているふるい

目幅ベース＊）は34万2,800ｔで全国順位

は第５位となっており、全国収穫量の約

５％を占めています。

また、作付面積及び収穫量ともに、東

北各県の多くが全国の上位10都道府県に

ランクインしています（表１、３）。

表１ 令和７年産水稲（主食用）の作付面積及び収穫量
（上位10都道府県）

資料：農林水産省統計部「作物統計」（以下表３まで同じ。）

令和７年産水稲の10ａ当たり収量（宮城県）

宮城県の令和７年産水稲の10ａ当たり

収量（生産者が使用しているふるい目幅

で選別＊）は、525kgで全国順位は第13

位となっています。

また、ふるい目幅1.70mmで選別した10

ａ当たり収量は、556kgで全国順位は第

８位となっています。

なお、東北各県の多くが全国の上位10

都道府県にランクインしています（表２、

３）。

表２ 令和７年産水稲の10ａ当たり収量
（上位10都道府県）

注：宮城県のふるい目幅は1.90mm

＊：宮城県のふるい目幅は1.90mm

（参考）
宮城県の令和７年産水稲のふるい目幅1.70mmで選別した収穫量は、36万3,100ｔで全国順位は第５

位となっています。

表３ 令和７年産水稲（主食用）の作付面積、10ａ当たり収量及び収穫量（全国・東北・宮城）

宮城県拠点の
Webサイトは
こちら →

＊：宮城県のふるい目幅は1.90mm

注：生産者が使用しているふるい目幅で選別（宮城県のふるい目幅は1.90mm）

単位：ha、t
順位 都道府県 作付面積 順位 都道府県 収穫量
1 新潟県 108,600 1 新潟県 570,200
2 北海道 90,400 2 北海道 496,300
3 秋田県 81,200 3 秋田県 453,900
4 福島県 67,000 4 福島県 371,200
5 茨城県 66,700 5 宮城県 342,800
6 宮城県 65,300 6 茨城県 338,800
7 栃木県 58,100 7 山形県 334,000
8 山形県 57,100 8 栃木県 302,700
9 千葉県 53,100 9 千葉県 289,900
10 岩手県 46,900 10 青森県 260,500

単位：kg
10ａ当たり 10ａ当たり
収   量 収   量
（生産者ふるい目幅） （1.70mm選別）

1 長野県 612 1 長野県 626
2 青森県 596 2 青森県 619
3 山形県 585 3 山形県 612
4 秋田県 559 4 秋田県 588
5 福島県 554 5 北海道 574
6 北海道 549 6 福島県 570
7 千葉県 546 7 千葉県 557
8 岩手県 533 8 岩手県 556
9 広島県 529 8 宮城県 556
10 山口県 528 10 富山県 547
… 10 山口県 547
13 宮城県 525

順位 都道府県 順位 都道府県
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宮城県の令和７年産水稲の市町村別10ａ当たり収量

（ふるい目幅1.70mmで選別）（以下「10ａ当たり収

量」という。）を階層分布でみると、北上川流域と鳴

瀬川流域に位置する県北部の市町村の10ａ当たり収量

が高くなっています。

一方、三陸海岸の沿岸部（気仙沼市及び南三陸町）

や、平地の少ない沿岸部（塩竈市及び七ヶ浜町）の10

ａ当たり収量が低くなっています（図２、表５）。

-お問合せ- 東北農政局宮城県拠点 分析担当 電話：022-221-6404

表５ 令和７年産水稲の市町村別10ａ当たり
収量の県内及び東北順位（宮城県）

図２ 令和７年産水稲の市町村別10ａ当たり
収量の分布（宮城県）

令和７年産水稲の市町村別10ａ当たり収量の分布（宮城県）

注：10ａ当たり収量は、ふるい目幅1.70mmで選別
太文字の市町村は県内順位10位以内の市町です。

令和７年産水稲（子実用）の市町村別収穫量（宮城県）
宮城県の令和７年産水稲（子実用）の市町村別収穫量をみると、登米市が６万4,300ｔで最も多

く、次いで大崎市５万9,200ｔ、栗原市５万3,800ｔ、石巻市３万3,700ｔ、美里町１万6,900ｔの

順となっています（図１）。

また、東北の市町村別収穫量の上位10市町村に登米市（第４位）、大崎市（第６位）、栗原市

（第７位）がランクインしています（表４）。

単位：ｔ
順 位 市町村 収穫量
1 大仙市（秋田） 77,200
2 横手市（秋田） 68,700
3 鶴岡市（山形） 67,700
4 登米市（宮城） 64,300
5 大潟村（秋田） 60,400
6 大崎市（宮城） 59,200
7 栗原市（宮城） 53,800
8 奥州市（岩手） 53,600
9 つがる市（青森） 52,300
10 酒田市（山形） 47,000

図１ 令和７年産水稲（子実用）の市町村別収穫量
（宮城県）上位10市町村

表４ 令和７年産水稲（子実用）の市町村別収穫量
東北の上位10市町村

資料：令和７年産水稲市町村別統計（以下表５まで同じ。）資料：令和７年産水稲市町村別統計（以下図２まで同じ。）

10ａ当たり
収   量
（1.70mm選別）

仙台市 540 16 152
石巻市 579 1 83
塩竈市 387 34 222
気仙沼市 497 31 208
白石市 523 26 180
名取市 553 7 129
角田市 545 11 140
多賀城市 545 11 140
岩沼市 551 9 131
登米市 579 1 83
栗原市 552 8 130
東松島市 569 3 101
大崎市 564 5 111
富谷市 534 22 166
蔵王町 522 27 181
七ヶ宿町 501 30 204
大河原町 544 13 144
村田町 524 25 179
柴田町 534 22 166
川崎町 502 29 203
丸森町 507 28 199
亘理町 540 16 152
山元町 536 21 162
松島町 541 15 149
七ヶ浜町 486 33 214
利府町 539 20 156
大和町 534 22 166
大郷町 540 16 152
大衡村 540 16 152
色麻町 550 10 133
加美町 542 14 147
涌谷町 563 6 113
美里町 565 4 108
女川町 - - -
南三陸町 497 31 208

市町村 県内順位 東北順位

単位：kg


